
出川南遺跡第３０次発掘調査の現地説明会を開催します

出川南遺跡は、 縄文時代から中世の長期間にわたって営まれた大規模な遺跡です。

これまでの調査では、 松本市では珍しく埴輪をもつ平田里古墳群や、 100 軒以上の

竪穴建物が見つかった古墳時代後期の集落などが発見されています。 ( 仮称 ) 松本

市役所保健所庁舎の建設に伴う今回の調査では、 古墳時代後期と平安時代前期の

集落が発見され、 多数の土器が出土しています。

いでがわみなみいせき はっくつちょうさ げんちせつめいかい

日時 ：令和８年２月２１日 ( 土 )　10 ： 00 ～ 12 ： 00

　　　　※天候不良の場合は遺物の公開のみ行います。

場所 ：松本市芳野

　　　　（南松本駅徒歩８分、 なんなんひろば西側）

【お問合せ】 松本市文化観光部文化財課　埋蔵文化財担当  櫻井 ・ 足立　

              　　電話 ： ０２６３ ‐ ８５ ‐ ７０４６ 　メール ： bunka@city.matsumoto.lg.jp

申込み不要、 参加無料

　　　　　
　★現場には駐車場がありません。公共交通機関でお越しください。

ひ っ た りはにわ


